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この小論の目的は、青森県独自の子育て支援制度である「子育てメイト」の地域における子育て支

援の活動について具体的に考察を試みたものである。子育てメイトは、平成9 (1997)年8月に「子

育てメイトとして青森県の子どもたちの健やかな成長のために」創設された青森県独自の子育て支援

制度である。この青森県独自の子育て支援制度「子育てメイト」は、青森県の子育て支援制度である

と共に、地域全体で子育てを支援する「身近な子育てサポーター」である、正式な名称は「青森県子

育てメイト」である。青森県が、この青森県独自の子育て支援制度として「子育てメイト」を創設し

た事由は、近年の家庭が「都市化や核家族化の進行」によって、「家庭や地域の子どもをめぐる問題

は複雑、多様化」している中で、青森県の子どもたちの健やかな成長のために、「地域ぐるみで子育

てを支えることが、今求められて」いることにある。「青森県子育てメイト」は、今日の深刻な「家

庭の教育力の低下」を解決して、青森県健康福祉部こどもみらい課を担当部課として、地域全体で子

育てを家庭支援する、或いは親支援する「身近な子育てサポーターJ(青森県子育てメイト)として

創設されたのである。このことは、当時の青森県知事木村守男氏が、平成9 (1997)年8月4日の「子

育てメイト」の委嘱式において、青森県内各市町村の代表67名の一人ひとりに「子育てメイト」の委

嘱状を手渡した後に、「虐待の未然防止のため各家庭に心を砕いて接触し、解決の糸口をつかんで、ほ

しいJ(3)と挨拶して、子どもの虐待を未然に防ぐ、「子育てメイト」の「育児の不安解消」に大きな

期待を寄せていることから容易に知れるであろう。そこで、この「地域社会にとって大きな支えとなっ

ている」青森県独自の子育て支援制度「子育てメイト」について、この小論で、は、「地域における子

育てメイトの活動」の問題設定の下に、「子育て支援を中心に」、青森県子育てメイトの目的と役割、

子育てメイトの子育て支援の活動方法とその内容、子育てメイトの子育て支援活動の実際などの三つ

の課題を設定して、この地域全体で子育てを支援する青森県独自の子育て支援制度である子育てメイ

トの約十年強に亘る「身近な子育てサポーター」としての活動について、紙幅の関係で前号(社会福

祉学研究第三号)と本号(社会福祉学研究第四号)の二回に分けて具体的に考察を試みたものである。

キーワード:子育てメイト、子育て支援、青森県独自の子育て支援制度

I 青森県独自の子育て支援制度「子育てメイト」

子育てメイトは、平成9(1997)年8月に「子育てメイトとして青森県の子どもたちの健やかな成長

のためにJ(1)創設された青森県独自の子育て支援制度である。この青森県独自の子育て支援制度「子
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育てメイトJは、青森県の子育て支援制度であると共に、地域全体で子育てを支援する「身近な子育

てサボ…タ-Jであり、正式な名称は f青森県子育てメイト」である G この青森県独自

制度「子育てメイトj を創設するその経緯については、青森県健蔵福祉部こどもみらい諜は、平成15

(2003) 年 3 月に発行した『子育てメイト活動マニュアル(平成15年 3 月)~において、近年の「都市

北や核家族化の進行」によって、 f子どもに対する虐待の問題が顕在化する等J、「家庭や地域の子ど

もをめぐる問題は被雑、多接化J(高坂恒子氏)している中でJ地域ぐるみで子育てを支えることが、

今求められてj いると次のように記述している泊。

7近年、都市北や核家族化の進行により、家庭が地域や親戚等からも拡立しがちな状況にあります。

その結果、子どもが思うように育たないと踏んだり、不安を抱えたまま、身近に相談できる相手もな

い家庭が、子どもに不適切な対応をしてしまい、子どもの健やかな成長に良くない影響者及ぼす事例

が増えてします。このような現状のもと、地域ぐるみで子育てを支えることが、今求められていま

)
 
。，r-
，
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青森県が、「青森県の子どもたちの縫やかな成長のためにム県独自の子育て支援制度と

メイトを創設した事出について、青森県鍵諜福祉部こどもみらい課は、一つには、近年の家庭が「都

市北や核家族化の進行により、地域や親戚等からも菰立しがちな状況j にあること、二つには、その

結果として、「子どもに対する堤待の問題が顕在化する等j に見られるように、「子どもが思うように

育たないと悩んだり、不安を抱えたまま、完近;こ相談できる相手もない家魔が、子どもに不適切な対

応をしてしまい、子どもの捷やかな成長に良くない影響を及廷す事例が増えてJいること、そして三

つには、「このような現状のもと、地域ぐるみで子育てを支えることが、今求められてjいること、

など三つの今日の深刻な「家庭の教育力の砥下」の問題を挙げている。青森県が、韓康福祉部こども

みらい課令担当部課として、地域全体で子育てを家露支披する、或いは親支援する「穿近な子育てサ

ボーターJ(者森県子育てメイりを青森東独自の子育て支援制度「子育てメイト」として創設した

大きな事由もここに求められるであろう。このことは、当時の青森県知事本村守男氏が、平成9(1997) 

8月4日の「子育てメイトjの委犠式において、青森県内各市町村の代表67名の一人ひとりι「子

育てメイトJの委嘱状を手渡した後に、「虐待の未然防止のため各家庭に心を砕いて接触し、解決の

口をつかんでほしい/3)と挟拶して、子どもの虐待在未然に防ぐ、「子育てメイトj の「育児の不

安解治j に大きな期持を寄せていることから容易に知れるであろう。子育てメイトは、青森県独自の

子育て支援制度であると共に、地域全体で子育てを支援する青森県の「身近な子育てサボータ-J (青

森県子育てメイりである。この青森県独自の子育て支援制度である子育てメイトを、平成9 (1997) 

8月4日、当時の青森県知事木村守男から委輔された時、「メイトを代表して弘前-mの豊沢幸子さ

んが『未来の青森県を担う子供たちのために力を合わせて頑張りますJと普いの言葉を述べjω てい

る。この時、当時の木村守男青森県知事から委嘱を受けた子育てメイトがどんなに、地域全体で子育

てを支援する青森県の「身近な子育てサボーター」としての誇りを抱いていたかについては、次のよ

うに東奥日報が報じていることから十分ζ埋解することができるであろう。

「委嘱を受けたある元保母 (51)は f子供が手を離れたばかりなので、経験を踏まえて若いお母さ

ん方の育児不安を解消したいJと張り切っていた。一方で月iJの保母 (47) は f震待防止を目指してで

きることからやっていきたいが、家賠に入り込んで、いく仕事だけに、地域的には困難を伴うこともあ

るのでは咽・ w嫌なこと泣気にせず頑張ちたい』と話していた。J(3) 
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しかしながら、この「少子化が進む中、地域の親の手助けをしてきたJ(4)子育てメイトは、「二0

0七(平成十八)年度から(青森)県が財政支援を廃止し『地域のメイトJl として活動する」とは言

え、 1 (青森)県主導で1997(平成9)年8月に配置され、若い母親の育児相談に乗る W[青森県〕子

育てメイトJlJは、事実上、廃止されたのである。この青森県による青森県子育てメイトの財政支援

の廃止の事由について、「東奥日報 (2006(平成18)年7月1日付)Jは、 1(青森)県はO五年度、『児

童福祉法改正で子育て支援の主体が市町村に移行した』として活動報酬をゼロとし、身分もボランテイ

アに見直し」たこと、しかも子育てメイトの「人数は半分以上減り、現在は七町村で、はいなし、」こと

など、二つの理由を挙げている。そして青森県こどもみらい課は、この青森県子育てメイトの財政支

援廃止後の、換言すれば、二00七(平成十八)年度以降の青森県独自の子育て支援制度について、

青森県子育てメイトの「財政補助は廃止するが(地域のメイトの)支援は続ける」と強調した後に、

「地域のメイト」の支援理由について、子育てメイトの「支援に積極的な市町村もあり、今(二00

七(平成十八)年)も三十三市町村の約千人が登録」していること、子育てメイトの 10五年度の活

動は集会所や健診での母親との交流など五万二千四十件に上った」ことの二つをあげている。そして

青森県こどもみらい課は、「地域のメイト」の具体的な支援の方策について、「東奥日報 (2006(平成

18)年7月1日付)Jによれば、 10七(平成十八)年度以降の体制について、県は総会(県子育てメ

イト連絡協議会)で(地域の)メイトの市町村組織代表ら約三十人に『財政補助は廃止するが支援は

続ける』と説明」した後に、「①『県協議会をNPO法人などにする ②県や市町村による認定ではなく、

県協議会が自主的に登録 ③企画・運営は協議会が行うーなどとする議案を提案』している」ω。こ

の青森県が提案した子育てメイトの支援策については、「これに対し、無報酬で奮闘中のメイトから

は『県の支援がなくても頑張りたいが(年五万の)活動費がないと難しい』などと、静かな口調なが

ら反発が相次いだ」し、「このほか創設当初は強引に市町村へ協力を求めながら、今は手を引く県の

姿勢に疑問を投げ掛けたメイトもいた。J(4) と言う。この青森県子育てメイトの「県の盗」に対する「無

報酬で奮闘中の」子育てメイトからの反発や疑問に対して、 1(青森)県こどもみらい課は『県協議会

の理事会や、市町村からの意見を頂きながら対応していきたい』と話しているJ(4)が、結局は、青森

県独自の子育てメイトは、地域全体で子育てを支援する青森県の「身近な子育てサポーター」として

大きく期待されながらも、「子育てメイトは、地域社会にとって大きな支えとなっている(三村知事)J (5) 

にもかかわらず、極めて残念なことであるが廃止されることになる。そこで、この「地域社会にとっ

て大きな支えとなっている」青森県独自の子育て支援制度「子育てメイト」について、本稿では、「地

域における子育てメイトの活動」の問題設定の下に、「子育て支援を中心に」、青森県子育てメイトの

目的と役割、子育てメイトの子育て支援の活動方法とその内容、子育てメイトの子育て支援活動の実

際などの三つの課題を設定して、この地域全体で子育てを支援する青森県独自の子育て支援制度であ

る子育てメイトの約十年強に亘る「身近な子育てサボーター」としての活動について具体的に考察を

試みることにしたい。

E 青森県「子育てメイト」の目的と役割

青森県が独自の子育て支援制度として子育てメイトを創設した目的とその事由について、当時の青

森県健康福祉部こどもみらい課長高坂恒子氏は、「地域における子育て支援の担い手として、・・・・・・『子
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育てメイト』を県内全域に3，000人配置しましたJCllと次のように記述している。

「近年、都市化や核家族化の進行、また、子どもに対する虐待の問題が顕在化する等、子どもと家

庭を取り巻く環境は大きく変化し、家庭や地域の子どもをめぐる問題は複雑、多様化してきておりま

す。そのような中で、子育てに不安や悩みを抱えたまま、身近に相談する相手もなく、子育てに過大

な負担感を感じている家庭が増えております。そのため、県では、平成9年8月に地域における子育

て支援の担い手として、家庭での子育て不安や悩みを解消するため、地域で気軽に話し相手となり、

相談や助言をすることを目的とした『子育てメイト』を県内全域に3，000人配置しました。JCll

ここに明らかなように、子育てメイトは、近年の「都市化や核家族化の進行」により、「子育てに

不安や悩みを抱えたまま、身近に相談する相手もなく、子育てに過大な負担感を感じている家庭が増

えて」、例えば「子どもに対する虐待の問題が顕在化する等」の深刻な家庭の教育力の低下の中で、「地

域における子育て支援の担い手として、家庭での子育て不安や悩みを解消するため、地域で気軽に話

し相手となり、相談や助言をすることを目的」する青森県独自の子育て支援制度として創設されたの

である。この近年の「都市化や核家族化の進行」によって、いかに家庭が「地域や親戚等からも孤立

しがちな状況」にあるか、これら家庭の孤立化の問題については、平成14(2002)年に青森県総合社

会教育センターが行った「生涯学習・社会教育に関する調査研究JW家庭の教育力に関する調査報告

書』によって、青森県民の「家庭教育について9割以上が重要だと思っているJ(6)し、その青森県民

の「約8割が家庭教育への支援を必要と思っているJC7lと指摘されている。今日の地域社会においては、

都市化現象によって地域の人間関係が希薄化すると共に、地域の人々は、どこの子どもが何をしてい

るのか全く知らない、という家庭の孤立化の状況をもたらしているし、この核家族化現象は、若い親

が子育てでは先輩である親たち(祖父母の世代から親の世代へと受け継がれてきた育児)の知恵を

受け継ぐチャンスが少なく、子どもにどう対処したらよいか分からない親を増加させている (8)。この

家庭の地域社会における孤立化は、先の『家庭の教育力に関する調査報告書Jlによれば、「家庭教育

に関する情報をどこから得ているかたずねた結果、情報の入手先は」、テレビ・ラジオ54.9%、新聞

42.1%、書籍・雑誌31.0%、回覧板・市町村広報誌22.4%などとともに、友人・知人も56.3%で6害IJ

に達していないことから容易に理解することができるし(旬、核家族化の問題点については、①親の意

向によって子どもを支配しやすい(過保護・過干渉)、②家庭生活に支障が生じ易い、③夫婦関係が

直接的に子どもに影響しやすい(成人としてのモデル、親子関係、力関係、児童虐待など)、④家庭

生活、育児に対して指導助言者がいない、⑤生活経験が狭くなりがちである、など既に先学によって

指摘されているところであるべ「家庭教育に関する情報の内容の上位3位は、①しつけ49.0%、②

子どもとのコミュニケーション39.7%、③育児36.4%Jなど一般的な内容が多いが、「いじめ22.4%J

や「虐待11.8%Jなどのような深刻で緊急なものもある (10)。平成15(2003)年3月の『子育てメイ

ト活動マニュアル』が、近年の都市化や核家族化の進行に伴う家庭の孤立化の中で、「子どもが思う

ように育たないと悩んだり、不安を抱えたまま、身近に相談できる相手もない家庭が、子どもに不

適切な対応をしてしまい、子どもの健やかな成長に良くない影響を及ぼす事例が増えて」いると指

摘している時の、「子どもの健やかな成長に良くない影響を及ぼす事例」とは、具体的には、「いじめ

22.4%Jや「虐待11.8%Jを指している。近年の「都市化や核家族化の進行」によって、若い親たち

は、祖父母からしつけ、子どもとのコミュニケーションなどの子育てについての実際的な知識や方法

を学ぶことができなくなっているのである。しかも、「子どもに対する虐待の問題が顕在化する等、

- 14 -

切 1丹 、 "、'l'~，;Jτで事訴事司事司F胃1!'1f'契~曹明一



弘前学院大学大学院社会福祉学研究科 社会福祉学研究 第3号 (2008)

子どもと家庭を取り巻く環境は大きく変化し、家庭や地域の子どもをめぐる問題は複雑、多様化して

きて(高坂恒子氏)Jいるのである。

このように都市化や核家族化の進行などに必然的に伴う変容する子育て環境によって、「子育てに

不安や悩みを抱えたまま、身近に相談する相手もなく、子育てに過大な負担感を感じている家庭が増

えて」きたのである。このことは、先の『家庭の教育力に関する調査報告書』が、青森県民の「約8

割が家庭教育への支援を必要と思っているJC7l、その具体的な「家庭教育への支援の内容としては、

①家庭教育では体験できない活動の場をつくる (49.3%)、②何でも気軽に相談できる場をつくる

(38.9%)、③生活の知識を習得できる機会を提供する (34.9%)など、身近な日常生活の中で、気軽

に集ったり、相談できるような支援を必要と考えており、専門的なアドバイスや学習以前の支援が望

まれていることがわかる。」と指摘していることからも知れるであろう。家庭の孤立化に伴う家庭に

おける子育て、換言すれば、家庭の教育力の低下が深刻な今日的な家庭教育問題となっているのであ

る。ここに「何でも気軽に相談できる場をつくる (38.9%)J、「生活の知識を習得できる機会を提供

する (34.9%)J、更には「家庭教育では体験できない活動の場をつくる (49.3%)Jなどの子育て支

援としての家庭支援が、親支援と共に大きく子育てメイトに要請される社会的背景があると言っても

良いであろう。子育てメイトとして、「子育てに関する不安や悩みを気軽に話し合える相手として、

子育て経験豊かな方を(青森)県知事が依嘱していJ(11) る大きな事由もここに求められるであろう。

子育てメイトは、「地域や親戚等からも孤立しがちな状況」にある、しかも「子育てに過大な負担感

を感じている家庭」や親の「身近な子育てサボーター」であり「地域における子育て支援の担い手」

なのである。

それでは、「このような現状のもと、地域ぐるみで子育てを支えることが、今求められて」いる青

森県の子育てメイトは、この「地域で気軽に話し相手となり、相談や助言をすることを目的」を達成

するために、「身近な子育てサボーター」としてどのような役割を有しているのであろうか。この子

育てメイトの「基本的役割」について、『子育てメイト活動マニュアル(平成15年3月)Jlは、「主に

未就学児童を持つ家庭」への I~子育てメイト』の適切な手助けが、結果的には子どもへの不適切な

対応に陥る原因の芽を摘むことになる」と次のように記述している。

「子育てメイトは、主に未就学児童を持つ家庭を対象として、子育てについての不安や悩みの話し

相手になること、また、その相談内容によっては児童相談所、保健所、福祉事務所等関係機関につな

げることが基本的役割となります。J(2) 

子育てメイトの基本的役割は、「主に未就学児童を持つ家庭を対象として」いること、「子育てにつ

いての不安や悩みの話し相手になること」、「その相談内容によっては児童相談所、保健所、福祉事務

所等関係機関につなげること」など、大きく三つの子育て相談支援にある。この子育てメイトの基本

的役割の第一に、「主に未就学児童を持つ家庭を対象として」いるのは、「思春期の問題行動も遡って

いけば、乳幼児期の気になる行動(訴え)に、的確な対応が出来ずに生じた、親子関係の歪みに端を

発している(佐々木正美氏)Jからであろう(印。この「乳幼児期の気になる行動(訴え)に、的確な

対応が出来ずに・親子関係の歪み」をもたらす「親」とは、一般に指摘されているように、未熟な母

親(ヤンママ)、おまかせ親、わがまま親、手作り親などの四つのタイプを持つ親のことであろう。

(1)未熟な母親(合いわゆるヤンママ) 親になるための準備や経験が不足したまま親になってしま

う親のことである。
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(2)おまかせ窺 「若いうちは子どものことで、頬わせられたくない、仕事やレジャーを十分楽しみた

いJと考えて、 fスクールパス、給食、長時間保育(延長保育・預かり保育)などに見られるように、

の i全てを幼種国・保育所におまかせという姿勢Jを持っている親のことである。

出わがまま親 「家庭教育の重要性は認識しているのだが、子どもにど対処したらよいかわからな

い親Jのことである。

(4)ごf工作り親 「家掘教育には熱心だが、その方向が間違っているJ親のことである。

これらの親が子どもの「気になる行動(訴え)に、的確な対応が出来ずに一親子関係の歪みJをも

たらすのは、未熟な母親(ヤンママ〉は、 f生活の基本的習d慣ができていなしリ、「育児・子育てに対

する意欲が薄いj、「母性意識の喪失Jなどにあるし、おまかせ親辻、「子どもの面白さや子どもか宵っ

ていくことによって親も育っていくことの楽しさをどう感じてもらえるようにしていくかが難しい」、

わがまま親は、 f特に現在のように家定や地域の中に子育ての伝承や交流がないところでは、マスコ

ミ情報にふりまわされて、きちんと子どもと向き合おうとせず、しかも孤立して自分の中にこもり、"

育児ノイローゼ"に陥るjからであろう。そして手作り親はJそれは最近の少子化頬向を反映して、

少ない子どもにお金をかけて付加錨植そつけておきたいj という育児意識を持っているからである。
ただ

なお共機き家賠においては、道ちに「母親の就労が非行につながることはいえないj としても、母親

(妻)のへの援助、即ち父親〈夫)の家事と育児に対する参加・協力が前提になっているが故に、「母

親の役割の機能的変化j が現れており、「子どもに過保護にならざるを得ないという状況」もあるも

のと思われる。

子青てメイトの基本的役割の第二は、「子育てについての不安や悩みの話し相手になることJであ

るO この「子育てについての不安や悩みの話し相手になることJが子育てメイトの基本的役割の一つ

になっているのは、「昔と比べて親の子育てに関する知識が極めて乏しい状況にあるj 上に、実際に

f地域社会での家庭教育に関する相談体制、支援体制は極めて弱いJ(平成11年5月9日

会答申)子育て環境に島るからで忘る o 平成11(1999)年8月9日付の生涯学習審議会答申には、更

にじ心おきなく相談できる親や兄弟姉妹も近所に居住していないことも多くム「また、少子化で兄弟

姉妹も少なくなってJいるし、 r11¥さな子どもに接することなく育った親も多くなって」いると、次
のように指描している O

f地域社会での人間関孫が希薄化している今日、地域の子背て経験者に相談もできず、また人々の

活動区域が狭い範関に隈定されていた時代と異なり、心おきなく相談できる親や兄弟姉妹も近所に居

住していないことも多く、地域社会での家庭教育記関する相談体制、支援体制は極めて弱いものとなっ

ています。J

「また、少子化で兄弟姉妹も少なくなっていますし、地域の連帯惑がうすれていることもあり、小

さな子どもに接することなく育った親も多くなっており、昔と比べて親の子育てに関する知識が極め

しい状況にあることを念頭に置かなければなりません。J(平成11年6月9日

このように f地域の子育て経験者に相談もできずム「心おきなく相談できる親や兄弟姉妹も近所に

していないことも多j いなどの、極めて弱体化している f地域社会での家境教育に関する相談体

制、支援祢制j の確立こそが、「地域社会での人間関係が希薄化している今BJの、極めて重要な家

庭教育の今日的課題になっているのである。この家斑の教育力の低下がいかに今日的課題となってい

るかについては、青森県民が先の具体的な f家庭教育への支援の内容としてム「専門的なアドバイス
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や学習以前の支援」として「身近な日常生活の中で、気軽に集ったり、相談できるような支援を必要

と考えて」いることは既に指摘してきたところである。とすれば、子育て経験豊かな子育てメイトの

第二の基本的役割である、乳幼児期の「子育てについての不安や悩みの話し相手になること」は、よ

り具体的には、「専門的なアドバイスや学習以前の支援」、換言すれば、乳幼児を持つ親や家庭の「身

近な日常生活の中で、気軽に集ったり、相談できるような支援」であろう。先の『家庭の教育力に関

する調査報告書』は、「乳幼児期に重要だと思われる家庭教育」の教育項目について、「性別、子ども

の有無別にかかわらず」、「①基本的生活習慣 ②自然体験 ③豊かな情操」などの三項目を挙げてい

る(日)。中でも「基本的生活習慣」は、「とくに乳幼児期においては突出して多く、乳幼児期のもっと

も重要な家庭教育の項目であると多くの人が感じてJ(14)いる。にもかかわらず、子育てメイトの第二

の基本的役割として乳幼児期の「子育てについての不安や悩みの話し相手になること」、即ち乳幼児

を持つ親の子育て不安や悩みについて「適切な手助け」を課し求めているのは、「最近の育児情報の

氾濫や家庭の核家族化などにより、子育てに伴う深刻な育児不安や孤立感などを抱えている母親が増

えているJ(15) からである。「母親の孤立感については、 1996(平成8)年11月12日付の朝日新聞は、

育児ママの本音について、『包丁持ってる時、ぐずられたら一瞬殺意が・・・』 という見出しにして、『母

子で孤立して周りに話せる人がおらず』、『だれにも悩みを話せない、でも、だれかに知って欲しい』と、

『遠くのだれかに受け止めて欲しい』、『夫や行政に届け』と報じている。そしてまた、 2002(平成14)

年11月 24 日付の ~Yomiuriweekly jは、育児には十分に手をかけたにもかかわらず子育て不安から『母

親失格』と自らを責め、精神と肉体の限界に陥って『神経衰弱』と診断された専業主婦の事例について、

..報じているJ(日)。この子育て(育児)不安に伴う母親の孤立感、母親(妻・女性)のストレスにつ

いては、先の育児ママの「母子で孤立して周りに話せる人」、「だれにも悩みを話せない、でも、だれ

かに知ってほしい」、「遠くのだれかに受け止めてほしい」と言う言葉から容易に推察されるように、

どんなに「子育てについての不安や悩みの話し相手になる」子育て経験豊かな子育てメイトの「適切

な手助け」を求めているか、容易に推察することができるであろう。家庭の孤立化に伴う家庭の子育て、

換言すれば、家庭の教育力の低下が深刻な今日的な家庭教育問題となっているのは、「小さな子ども

に接することなく育った親も多くなって」いると共に、「子育てについての不安や悩み」に関しでも、「昔

と比べて親の子育てに関する知識が極めて乏しい状況にある」からである。子育てメイトの極めて重

要な基本的役割として、「保育所や幼稚園に通っていない乳幼児約四万五千人を抱える家庭を訪問し、

育児の相談など支援を行うJ(3) こと、そして「就学前の児童以外を対象にできないわけではありませ

んJ(16) と求めている大きな理由もここにあろう。「就学している子どもを持つ家庭も様々な悩みを抱

えてい」るからである。

「メイトは子育ての経験が豊富な主に六十歳以下の女性で、県内の未就学児童約九万人のうち、保

育所や幼稚園に通っていない乳幼児約四万五千人を抱える家庭を訪問し、育児の相談など支援を行

(3) 
つ。」

「子育てメイトは主に就学前の児童及びその家庭を対象として活動することとしていますが、就学

前の児童以外を対象にできないわけではありません。就学している子どもを持つ家庭も様々な悩みを

抱えています。そういう家庭からも相談があれば是非相談に応じてください。J(16) 

このように、近年の「子どもと家庭を取り巻く環境は大きく変化し、家庭や地域の子どもをめぐる

問題は複雑、多様化してきて」、「子どもに対する虐待の問題が顕在化する」いる深刻な子育て状況に
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して、平成9 (1997)年8月、

になること」を目的とした

機に過していたと云えるであろう。

地誠における子育てメイトの活動 I 

乳幼児期の「子膏てιついての不安や慎みの話
メイトJを県内全域に3，000入もの多きを配置したのは、

メイトの基本的役割の第三は、「その相談内容によっては児童相談所、保健所、

につなげることJである。この第三の「その相談内容によっては児童相談所、保健所、

祉事務所等関孫機関につなげることJを子育ての基本的役割に揖えているのは、子育てメイトは、

内各市町村の誰薦で決まった (3) 子育て経験豊かな方々jとは言っても、子育てについての

いし f専門機関J(11)ではないからである。 F子育てメイト活動マニュアル(平成15年 3 月)~は、

メイトの「難しいケースに直面した場合の対処法についてム f自分(子育てメイト〉の自分の知

識や経験だけでは解決しないと思われることについては、安易な発言を避け、関係する

後日回答する旨相手に伝えましょう。J(li)と次のように具体的に教示している。

r 2. 難しいケースに直面した場合の対処法について

自分(子育てメイト)の知識や経験だけでは解決しないと思われることについては、

避け、関係する専門機関等に開いて、後日回答する昏相手に怯えましょう。その際、相談者の佃人的

な構報を専問機関等に伝えなければならない場合は、必ず相手の7解を得てから連絡しましょう。相

手の了解が得られない場合は、相談者にその関係機関を紹介することもひとつの手段です。.....一・難

しいケースに直面した場合に大事なことは、とにかくひとりで抱え込まないことです。(叩

メイトが難しいケースに直直した場合の対処法の一つは、 f安易な発言を避け、関認する

門機関等に聞いて、後日回答する旨相手に伝えJることである。「関係する専問機関等j とは、

てメイト活動マニュアノレJによれば、児童相談所、市町村役場(保育士)、保健所、福祉事務所を指

している。「その相談内容によってはJ、即ち「自分(子育てメイト)の知識や経験だけでは解決しな

いと思われることJはJ兜童相談所、保鍵所、福祉事務所等関体機関につなげることJになっている。

これらの「関誌機関につなげることj は、「その際、相談者の個人的な情報を専門機関等に伝えなけ

ればならない場合は、必ず桔手の7解を得てから連絡jすることになるのは、当黙のこと

ても、「相手の了解が得られない場合は、相談者;こその関孫機関を紹介することもひと

あり、この「桔談者にその関孫機関を紹介するj紹介業務も先の相談業務と共に、

しいケースに直面した場合の二つめの対処法になっている。

るにし

で

メイトが難

児童相談所は、「子どもと家族をめぐるさまざまな相談に応じる専門機関でj あり、保健所は、「未

熟児や病気の子どもの相談に応じる専門機関で」あり、福祉事務所は、「生活と福祉に関するあらゆ

る梧談に応じる専門機関jである。そして、市町村役場については、子育てについての「専門家Jで

ある f保健師が母と予の擁護、発育などの相談に応じる(アドバイスする)専門機関」とし位置づけ

ている。子育てメイトの知識や経験だけでは解決しないと思われる具体的な椙談内容と

所においては、ド言葉や発速に連れがある 0 ・子どもが保背所や学校に行汁ない0 ・家庭で子どもを

育てることができない。など」で、保器所においては、「未熟児で生まれた。・身体に障害があったり、

病気で長期療養が必要になった。など」である。しかしながら、子育てメイトが

るような現場を見たり聞いたりした場合は、児童福祉法第25条に規定されているとおり国民全てに通

告義務があるため、速やかに児童相談所等関係機関に連絡J(li)することになっている。子育てメイ

トが「児童岩待が疑われるような現場を見たり聞いたりした場合Jに、「速やかに児童相談所等関係
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機関に連結jするように警告(注意)しているのは、 f克童福祉法第25条に規定されているとおり国

るためJであるが、「このような(児童膚待が疑われるような〉場合、当

iこ桔談を促したりすると、かえって相手が拒否的になり、解決を難しくする恐れが(17)あるから

る。そして子育てメイトの「室待をしているのではと気になる家定Jについての対応の仕方について、

『子育てメイト活動マニュアルJは、「もし、気になる家庭がありましたら、速やかに児童相談所にお

してください。Jと、子育てメイトのQ&Aにおいて、次のように教示している。

Q 虐待をしているのではと支ιなる家庭が島るけど、どうすればいいのでしょうか?

A もし、気になる家庭がありましたら、速やかに児童相談所にお話してください。児童相談所が、

みなさんからのお話を聞いて判断します。その結果、児童相談所の鞍員がその家庭を訪問するよ

うなことがあっても、 メイトから聞いたというようなことは相手は話しませんので、安心

して児童相談所に連絡してください。J(18) 

これは、児童の虐待に対する子育てメイトの認識不足も大きな理由になっているが、過去の事例に

「虐待で殺されとしても、育児ノローゼなどでかたずけられてしまうし、虐待による

外海など に運ばれても、事故扱いなることが多いからでJ(19)あろうか。ちなみに児童福祉

〔要保護児童発見者の通告義務〕ぷついて次のように規定している。

「要保護児童を発見した者は、これをI右前村、都道府県の設置する福祉事務所若しくは児童相談所

を介して市町村、都道府県の設置する福祉事務所若しくは児童相談所に通告しなければ

らない。ただし罪を犯した満十四歳以上の児童については、この眠りでない。こ

は、これを家港裁判所に通告しなければならない。 /2ω

において

ところで子育てメイトがJ家庭訪問などの密別相談活動J(21)を「効果的に活動J(2) するために、「地

域全捧で子脊てを支援jする青森県民の「身近な子育てサーポタ-Jである、民生委員、児童委員、

して地域子背て支援センターの協力を得ることは、「就学前の子どものいる家庭の

の際に必要不可欠である。それ故に、?子背てメイト活語マニュアノレjlは、子育てメイトがこ

れら「身近な子育てサーボター」の「協力を得る」場合について、具体的に次の三つの場合を紹介し

ている。

「また、児童の生活状況や、その家患の状況を把握する必要がるる場合などは、地区の民生委員・

どの協力を持ておくと効果的に活動できます。/2)

「従って、対象世帯(主に未就学の子どものいる世帯)についての情報は、地区の民生委員・

町会長、市前村保健師、近鱗の人等の協力を得るなどして、子育てメイトがそれぞれ

しながら把握に努めていただくことが必要になります。J(22) 

「就学前の子どものいる家庭の把握は、…前町村担当課で対象世帯の名簿を配布する場合や、民生

委員・児童委員、主任児童委員、市町村課鍵訴と連携した活動を行う中で担握する場合などさま

です。最近では乳幼児検診は子育てメイトが参加し就学前の子どものいる家庭を把握することが多

いようです。/制

このように子育てメイトが「家庶訪問などの摺期相談活動Jを「効果的に活動Jするために、岳「児

童の生活状況や、その家庭の状況を把掘する…場合」や、②「対象世帯(主に去就学の子どものいる

世帯)の摺撮Jなどについては、「住民のプライパシー採護という観点から、市町村から対象世帯の

名簿等の提供を受けられない場合Jもあるので、地区の民生委員・児議委員、主住児童委員、

町村保健師、そして「近隣の人等の協力を得るjことは栂めて重要な子育て支援活動になっている。
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何故なら、子育てメイトが「円滑かつ効果的に活動できるようにJCll、「就学誌の子どものいる家庭の

把握を子育てメイトがひとりで行うことは、難しいものJ だからである O 更に f子育てメイト活動

マニュアルJは、子背てメイトが f就学前の子どものいる家庭の担握」をし、「家庭訪問などの個別

相談活動」を「円滑かつ効果的に活動できるようにiするために、① f市町村担当課で対象世帯の名

簿を配車する場合j の活用、② f民生委員・児童委員、主任児童委員、市町村保提師と

を行う中で把握するj方法、そして、③

し、就学前の子どものいる家癒を抱擁するJ、更にはを「地域子育て支援センターや保育所の行事に

参加して、お母さんたちゃ保背士と交流め情報交換Jなどを推繋している (21)。なお地域全体で子育

て支援を行なう青森県内の「身近な子育てサボーター」である「民生委員・

「青森県子育てメイ打、「地域子育て支援センタ-Jなど職務上の相違について、『子育てメイト

マニュアル』は、次のように解説している。

※ 地域全体で子背てを支援します ~身近な子育てサボーター~

セン

(ところ)です

り、必要に応じ

しています。

地域の子育てネットワークの中心として育児相談、

クルの支援などを行っており、県内65の保育所等に併設

す。

なお、これらの地域全体で子育てを支援する身近な子育てサボーターの他にも、市町村によっては、

母子保提推進員や保護揚力員が配置されているところもある (2九ここで参考のために、子背てメイ

トと民生委員・児童委員、及び主任児童委員の職務の桔違について、当時の青森県鍵康福社部児童家

庭課が作成した「民生委員・児童委員、主在克童委員、子育てメイトとの比較」から示すと、次のよ

うになっている。これは、平成10(1998)年11月10日付送信で、同児童家庭諜環境づくり班総括主幹

{班長)坂上優子氏から教示されたものである(刊。

区分

法的位農付け
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3， 142名

に関 i児童委員活動要領に定め
る

(1)地域の実舗の把握と

録

間適切な機関への連絡通

報

・虐待、放任等により、

保護者に監護させる

ことが著しく

と認められた児童

(3)地区内の相談援助

(5)児抵の健全育成のため

の地域活動

川児童福祉関孫機関と

地区を主当する児

委員と連絡調整及び

児童委員と一体と

なった活動

ヨ〉家庭環境、社会環境

の'情報収集

②地域ぐるみで行う

て活動の啓発

の企画及び活動の

中心的役割

童健全育成

子保健活動の

(2)児童委員の活動への

援助、協力

・虐待されている児童

3，000名

子育てメイトに関する規

く活動

(1)子育てに関する相談及

び支援

(2)児童福祉関誌行政機

関、児童委員、保鑓婦

との連絡及び協力

(3)児童及び家庭の状況の

把握等

相談を受けた時の民生委

員・児叢委員の紹介

子育てメイトは、子育て相談支援、長持ち「適切な手助けが、結果的には子どもへの不適切な対応に

陥る原因の芽を摘むことJ託基本的役割を求めているので島る。

m 子育てメイトの子育て支援の活動方法とその内容

メイトは、「子育てに関する不安や髄みを気軽に話し合える相手として、

方を(青森)県知事が依嘱してJ(11) いる青森県民の f身近な子育てサボーターJである。

イトは、「子育て経験豊かな方を(青森)県知事が依嘱していJ(11) るとは言え、青森県当局に、

てメイトの r~活動方法や役割などをもっと具体的に教えて欲しいJ という窓見や要望が寄せられJ (25) 

るのは、「家患に入り込んでいく仕事だけに、地域的立は困難を拝うこともあるのでム極めて白熱な

成り行きである。「子育てメイトは、法律に定められている民生・児童委員及び主任児童委員とは異

なり調査権限や指導権限J(26) を有していなし、からである。そこで、当時の青森県鍵京福祉部児童家庭

くり斑は、これら子育てメイトの要望に応え、「地域で信頼され子育てメイトとし
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より一層の積極的な活動をしてJ(l)似もらうために、子育てメイトの f活動や支援のあり方j につ

いて、より具体的には、大きく「桔談支援j と「関孫機関等の連絡支援J及び「その他Jの三つに分

け、更に第 1の「相談支援Jについては、「家庭訪問Jと との交流j 及び「その他j に分

類して解説を加えている。そこで、ここでは、子育てメイトの「相談支援Jについては、 f家庭訪問j

と「親・親子との交流J及び「その他Jについて、そして第2の子育てメイト「関孫機関等の連絡支援j

及び第3の「その他j の問題に分けて、「子育てメイト活動マニュアル{平成11年2月・平成15年3月)J 

に従って考察を試みることにしたい。

1 子育てメイトの「相談支援j

子育てメイトの「相談支援Jは、 f家庭訪問j 支援と f親・親子との交流」支援及び「その他j の

支援など大きく三つの活動支援に分けられている。このことは、平成15(2003)年3月及び平成11(1999) 

年2丹の f子育てメイト活動マニュアルJlに、 f子育てメイトは、主に未就学児童を持つ家庭を対象

として、子育てについての不安や悩みの話し相手になること、…...そのための具体的な活動方法は、

地域の特註や事情により、多様なやり方が考えられますが、家庭訪問と交流広場、乳幼児縫農診査の

場を活用するJと記述されていることからも知れるであろう。

(1) r家庭訪問j支援

メイトの「相談支援Jの第一は、「家庭に入り込んで、いく仕事だけに、地域的には困難を伴

うこともあるJ、子育てメイトの「家窓訪問」による子育て支援である。この子育てメイトの「家庭

訪問J支援が子育てメイトの「相談支援Jの第一の f基本的役割と据え/2ねられているのは、「子育

てメイトは、主に未就学児童を持つ家庭を対象として、子育てについての不安や悩みの話し相手にな

ることJ切によって、 f子育て支援を効果的なものとし家庭の子育て力を向 kさせることj になる

からである。この子育てメイトの「家窟訪問」による活動支援について、 f子育てメイト活動マニュ

アル(平成11年 2 月)~は、「日頃の心かまえJ として次の三つを、そして後に述べる f家庭訪問j 支

援の三つの具体的方法を挙げている倒。

。子育てメイト f日頃の心かまえJ(28) 

①「日頃から、地域の人たちとの交涜を通し、子どもたちの情報を得るように心がけましょう。j倒

②「最近の育児、子育てについての知識や情報等を得るようにしておきましょう。ちっょとした知

識や情報を提挟することが、子育て支援を効果的なものとし、家庭の子育て力を向上させること

になります。J(28) 

③「最近の育児、子育てについての知識や情報等を得るようにしておきましょう G ちっょとした知

識や情報を提供することが、子育て支援を効果的なものとし、家底の子育てに対する不安や悩み

を解消することにもつながります。J(17) 

これら地域の子どもたちの情報や最近の育克・子育てについての知識や情報等を得るように子育て

メイトが日頃から f心がけJることは、子育てメイトが「地域住民に詰頼され真に必要な存在となるj似

ために必要不可欠な役割なのである。そして、 r子育てメイト活動マニュアル(平成11年 2 月)~は、

最近の育兜・子育てについての知識や惜報の「その一助Jにと、 f巻末資料に児童相談所で活用して

いる f子供の指導シリーズJを登載/2却して、子育てメイトの参考に什している。この『子挟の指

シリーズJは、今ここではその内容の項目のみを示すと次のようになっている。
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7 ニ子ども ザーズ

.1競争6か月児とは 1.全体運動としては 2.こまかい運動としては 3.言語の発達では

4.社会性の発達としては 5.音声や物事に対する反応としては 6.視力発達過程で最も惑

受性の高い時期は、 1歳8ヶ月の頃です 視覚の反誌として(具体的に10の反応をあげる)

・ことばをのばすために 1.楽しい家庭 2.お話をしてあげる 3.手足を捷った遊び 4. 

族以外の人とのつきあいと自立心

e発音の異常 1.発音の異常な子とは 2.次の場合は構音捧害と区別します 3. 構音賂害の
4.構音捧害の京困 5.家乏での扱い方

.P乞音(どもり 1. rどもりJとは 2.子どものどもちの始まり 3.どもりの予防と正しい
扱い方

・指しゃぶり 1.指しゃぶりに伴う障害 2.京国 3.処置およが指導

.)1¥かみ 1.産関 2.扱い方

・おねしょ くこんなことをしていませんか7> 1. 叱ったり叩いてなおそうとする 2.夜中

に何度も起こす 3. 弟や妹と比較して叱る

・性器いじり 1. 原自 2.扱い方

・落着きのない子ども 1.親の子どもへの接し方や環境によるもの 2.病気などによるもの

・叱り方について 上おしっこをもらす、販がひとりで着られない、などの時 2.徒や自

張のある時 3. 乱暴したり、いじわるする時 4. 最後に(親の心がまえ J(29) 

メイトによる「家産訪問J支援の具体的方法は、『子育てメイト活動マニュアル(平成日年

2月)11 (2iJによれば、次の三つである。

。「家庭訪問J支援の三つの具体的方法問

①「主として在宅の未就学児童のいる家躍を訪問し、子育てについて困ったり、結んでいること

について、必要にTblニ、メイト自身の子育て経験や知識をもとに助言します。J(2i) 

「在宅の未就学児童に限らず、子育てに関する悩みや不安を抱えている家長さからの子育てにつ

いての相談に応じます。J(2i) 

③「地域;こおいて、拡立花している家躍はないか、相談を必要とする家庭はないか、心配しま

す。J(30) 

このように子育てメイトの「家庭訪問J支援は、「主として在宅の未就学児童のいる家庭J及び「在

に限らず、子育てに関する悩みや不安を抱えている家庭ムそして「地域において、

孤立化している家庭」の「助言ド「相談Jパ心語むに芯ずることである。そして f詰頼される子育て

メイトになるためにJ(3九子育てメイトの「家庭訪問の留意事項についてJ{mと平成15(2∞3)年3
月の『子育てメイト活動マニュアノレJは、 f初めての訪問についてム「話の聞き方についてJ、

のポイント」などの三さつを挙げて注意を促している。ここにやや長文に亙るが全文そ紹介して置き

し、。

r@ 家庭訪問の留意事項についてJ

r1) 初めての訪問について 初めて訪問者に警戒心を持たれるのは当たり前のことなので、 f青森

県子育てメイトの証』を提示するのを忘れないでください。まず、相手の目を見て相手の目に自分

の視線を合わせて、できるだけさわやかに明るい声で挨拶しましょう O また、当たり前のことです
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が、子育てメイトとして話を開いたことは、能人に漏らさないということを最初に怯えることも大

ことです。相手の人はそれが一番心配なことかもしれません。J(32) 

この「初めての訪問について」は、平成11(1999)年2月の『子育てメイト活動マニュアルJには、

上記の砲に、 fア、初めての訪問には、巻末資料ページの『子育てメイトJを紹介するチラシなどを

持参し、それを示しながら自己紹介と訪問目的について、キチンと説明しましょうパとあり、「一-明

るい声で f始めまして』という挨拶から始めます。」と記述されている。「巻末資料ページの『子育て

メイト』を紹子トするチラシJは、三種類、用意されている。

r 2) 話の開き方について 冊子育てメイトについて理解してもらったら、子育ての髄み、相談は
ないかなどいきなり切り出さないようにしましょう。初対面の人にすぐに自分の悩みを話し出す入

はめったにいません。まず、お料理のことなど世話話から入っていき、話しやすい雰囲気をつくり

ましょう。毎日の生活の中でのちょっとしたイライラなどを開いてもらうだけで気持ちが楽になる

場合もあります。そうして相手に『この人は話しやすい人だな。』とか『信頼できそうな人だな。Jl

と感じてもらい、 fまた会いたいな。』と思ってくれるような存在になることが大事です。そのよう

な関孫そ続けていけば、悩み事があるときに相談する気にもなります。また、訪問活動をしていて、

『今は相談することもない。 J という家庭に対しても fまた訪問してもいいですか?~と確認し、よ

ければ2"'3ヶ月に1回でも子子どもさんは兄気ですかっと定期的に声をかけてみるなど、よい

関{系をど経続できるように努めましょう。J(32) 

この r2 )話の関き方j の「①j については、平成11(1999)年2月の『子育てメイ ト活動マニュ
アル』には、上記の他に、 f言語しや寸い雰囲気をつくJることだけでなく、「共通の話題j もつくるこ

とも大切であると、次のように教示している。

子育てメイトについて理解してもらったら、いきなり困っていること、悩み、相談はないか

など関かず、世話話などから入っていき、話しやすい雰囲気をつくりましょう。子育ての話だけで

なく、お料理や掃除のことだって立派な共通の話題になるのではないでしょうか。」制

そして、子育てメイトに「特別の梧談がないからといって、落胆することはありません。初対面の

入にすぐ立自分の悩みを話し出す入も少ないでしょう。Jと励ましなが、「要は、子育てメイトが地域

のお母さん方と顔見知りになり、相手が fまた会いたいなJと感じてくれればいいのです。J(却と助

して fまとめJている。

r 2) 話の開き方について ③相手の踊っていること、悩んでいること等は、相手の立場に立って
親身になって開きましょう。不安や悩みを話す時は、自分の気持ちをわかってもらえただけで、

持ちが整理できて落ち着いたり、自分なりの解決の糸口を見つけていける場合が少なくありません。

メイトも自分の人生経験や子育て経験のなかで、培われた考え方や方法があると思いますが、

最初からそれを押しつけたり、相手を批判してしまえば、相手は子育てメイトに対して拒否的になっ

てしまうでしょう O まず、よい開き手であることを心がけましょうパω

子脊てメイトの「話の聞き方についてJ、子育てメイトは、「まず、よい開き手であることを心がけ

ましょう。Jと強調している。

r 2)話の開き方について 奇話の内容でよくわからない点については、率直に聞いてみましょう。
わからないままにしておくのは、相手の話をきちんと理解しようとしていないと受け止められかね

ません。J(35) 
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これらの 12)話の開き方についてム平成11(1999)年2月の『子青てメイト活動マニュアル』には、

上記の他に、 fオ」としてJ定期的訪問も、手ぶらで行くのはなんだか行きにくいと思われる場合は、

巻末資料...の r子育てワンポイトアドバイス』をコゼーして持参してはいかがでしょう。Jと
メイトに助言している。この巻末資料に示された f子育てワンポイトアドバイスj の具体的な内容に

ついては、ここにタイトルのみを示すと、次のよう iこなっている O

f 離乳食について・ー赤ちゃんの食事のすすめ方

離乳食について・‘・事ちゃんが好きな離乳食 この時期に与えられる食品

幼児食について…朝食・昼食・夕食

幼児食について…食事のあいさつ・清潔な習慣・

う・楽しい食事・食事時間は30分以内がめやす

ちゃんの事故防止lこついてい・赤ちゃんのまわりには金験がいっぱい:転倒・転落事故、本の

(おぼれ〉、やけどの事故、はさまれ事故、誤飲・ちっ息事故、ケガや感電事故

くちをいっしょ;こ・好き嫌いなく食べよ

子どもの事故防止について...子どものまわりには危険がいっぱい:交通事故、水の事故、やけ

どの事故、結個u.転落事故、はさまれ事故、けが、ひきつけたとき

ゃんの提康ーのゐぜをひいた仁熱がてだ仁たばこと子どもへの影響

こんなときはどうしたらいい?一熱がある、せきをする、吐く、下痢をする、使毛主、が続く、発

疹が出た、食欲がない、ひきつけ・けいれん、呼吸困難

赤ちゃんの応急手当...わっ， ，大変 やけど、高いところから落ちたとき、息が止まったとき

〈ちっ息)、おぼれたとき

新生児・幼児に多い事故・急病と応急処置...頭を打った場合、誤って何かを飲み込んだ場合、

場機関等の指示をうけて吐かせる場合、固形物をのどにつめて息苦しい場合、やけどをし

合、ひきつけたとき、すりきず、鼻血

お父さんの子そだて・家事・・・お父さんの子育て、お父さ

子どもの将来と父親の役割~児童期以降~…父親の責任、児童期{小学生)、思春期(中・高校生λ

どもの人格尊重)

ちょっとひといきー・お父さん、一緒に遊ぼう!

3)面接のポイントJ

子育てメイトの家産訪問の留意事項として「面接のポイントJの

〉ハLHVqJ
 

(
 iJ
 

-ひ・ふ・へぺを次のよ

うに教えている。

「は→はなしは良く開きましょう ひ→ひみつは守ちましょう ふ→ふれあいを大切にしましょう

へ→へこたれずに根気強く 法→ほほえみを忘れずに」

そして平成11(1999)非2月の『子育てメイト活動マニュアル』は、 f相手ι拒否的な鐙度をとら

れた場合Jの子育てメイトの家度訪問について、 f本自手の受け入れの悪い時は長居をせず、『必要な時

はいつで、も電話を下さいJなどのメッセージを残し、辞去しましょうパと場言し、「相手に控否的態

度を段られると、とてもいやな気分になり、自分もその入に拓否的感情を持つのが普通でJあるが、「し

かし、それを乗り越えて、拒否した人とどこかで、会ゥた時は、こちらからニゴツと笑顔を返してみま

しょう。J(37)と教示している。

我々 メイトの「相談支援」における一一 -親子との交流j における子育て
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メイトの「活動や支援のあり方Jについて考察を試みることである。この「親・親子との交流Jにお

ける子育てメイトの「活動や支援のあり方Jについて、平成15(2003)年3月の『子育てメイト

マニュアル』は、「交涜広場等での留意事項についてJ(38) において、「地域の状況により、個別の訪

問が難しい場合や多くのお母さんたちと交流を持ちたい場合に、交流広場等の活動方法があJ(38)ると、

次のように記述している。

「地域の状況により、摺別の訪問が難しい場合や多くのお母さんたちと交流を持ちたい場合に、

流宗場等の活動方法があります。内容は、地区の公民館などを利用してお母さんたちとおしゃべりし

たり、子どもたちと一緒に遊んだりして交流を涼めます。参加を呼びかける方法は、チラシを仲ったり、

町会の搭示板や回覧板を利用したりします。この方法は、集団で自由参加なので相手に詑否されるこ

ともなく、自然な形で顔見知りになり、お母さん同士の交流も図ることもできます。しかし場所の

確保や子育てメイト同士の連携がとられていないとうまくすすめることが難しいので、第一章の8で

説明している ~lち町村子育てメイト連絡協議会』の会議等を通じて、子育てメイト同士、また、前町

村担当者とも連携を密にして実施してみましょう。また、『子青てメイト組織活動支援事業費補助金J

の活用も検討してみましょうパ (38)

子育てメイトの「相談支援Jにおける第二の「交流広場等Jにおける「親・親子との交流jは、 f地

域の状況により、個別の訪問が難しい場合や多くのお母さんたちと交流を持ちたい場合jの「活動方法J

である。この「交流広場等Jにおける f親・親子との交流Jの具体的な活動「内容は、地区の公民蛇

などを利用してお母さんたちとおしゃべりしたり、子どもたちと一緒に遊んだりして交流を深めJる

ものである。子育てメイトが fお母さんたちとおしゃべりしたり、子どもたちと一緒に遊んだりして

交流を深めJる「交流広場等Jについては、平成11(1999)年2月の『子育てメイト活動マニュアル』

には、より具体的にJ公園等の遊び場や地域の公共施設等〈福祉センタ一、団地集会理等)を利用し、

一....J (39にそして「地区の公民館、集会所、保育所などを会場にしてJ(40) とあることからJ交流宗場等J

の「等Jそして「地区の公民館などを利用してJの fなどjは、公隈等の遊び場や地域の福祉センタ一、

団地集会所、保育所などを指しているのであろう。(本稿未完〉

本稿の目的は、「地域における子脊てメイトの活動」を f子育て支援を中心にJ考察を試みること

にあるが、紙幅の関孫で極めて残念なことであるが、本稿においては、「立jの「子育てメイトの目

的と役害むと f田Jの「子育てメイトの子育て支援の活動方法とその内容Jのうち、子育てメイトの

f相談支援jの「家庭訪問jの問題のみを取り扱い、子育てメイトの「家賠訪問Jと共に「相談支援j

で島る「親・親子との交流J及び「その他Jの問題については割愛されている。次回;こ考察を譲るこ

とにしたい。従って、日立Jの f子育てメイトの子育て支援の活動方法とその内容Jにおいて、取り

土庁る予定で、あった子育てメイトの「活動や支媛dうり方Jとしての「関係機関等の車絡支援J及び「そ

の他jの問題及び iNJの「子育てメイトの子育て支援の活動の実際ム iVJの「子育てメイトから

の活動ヘjの問題も同様である。ご寛容を願うものである
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